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　本年も本誌をご愛読いただきありがとうございました。本号を含めて年間の掲載論文を振り返っ
てみても，ご報告いただいた知見はどれも本当に貴重なものだとあらためて感じています。こう
いった優れた情報を皆様に共有してもらうお手伝いをするのがわれわれ編集委員の役割ですが，本
誌で長年その編集に携わってこられた大塚藤男先生が今年一杯で退かれます。大黒柱が抜け本誌の
先行きを心配なさる向きもあるかとは思いますが，大塚先生にはこれからも大所高所からのご指導
をいただければ有り難く存じます。
　さて，話は変わりますが，先日「カスタマー・ハラスメント」の問題がテレビで取り上げられて
いました。企業やお店が提供する商品・サービスに対する理不尽なクレーマーの増加は，社会的問
題となっています。番組では，その土壌として「お客様は神様です」という意識の存在が大きいこ
とを中心に話を構成していました。これは，モンスター・ペイシェント，モンスター・ペアレント
などにも通じる根深い問題です。
　医療の世界においても，「お客様は神様です」的な発想から生じたものが，通常の日本語ではあり
えない「患者様」という言葉とも言えます。この言葉を使う背景にあるのは，純粋な「患者中心の
医療」とは似て非なる意識だと思います。少なくとも「患者様」という表現には，個々の患者さん
に対するリスペクトは感じられません。15年以上前に，この編集後記で，その数年前から医療機関
で使われだした「患者様」という不思議な言葉に言及させていただきました。当時から，高名な国
語学者の先生が，「患者様という言葉は，怪我人様という日本語があり得ないのと同じように使うべ
き言葉ではなくむしろ失礼」と述べておられましたが，そういった言葉に対する感性は，その後も
埋もれたままになっています。現在，医療機関，世間一般ともに「お医者様」はダメだけど，一見
患者さんを敬っているようにみえる「患者様」は OKとなっているようです。
　言葉は生き物ですので，変遷する世間一般の使い方をとやかく言うことはできません。しかし，
患者さんのことを第一に考えるべき医療者側は，誤解を与えないよう，言葉にはもう少し敏感に
なってもよいように思います。
　それでは，皆様どうぞよいお年をお迎えください。来年は新しい編集委員会の構成になりますが，
今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

（土田哲也）
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